
広報広報 第1337号 毎月1日・15日発行

令和元年令和元年
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主な内容
11月1日は高山市表彰式   　 2
クマの出没にご注意ください 3
食品関連事業者の販路開拓を支援します 4

児童虐待は早期発見・早期対応が重要です 5
夜間保育所をご利用ください 7
令和2年4月採用の市職員を追加募集します    11

市制施行83周年
　昭和11年11月1日に市制を施行して83年目を
迎えました。
 今日の高山市は、東海北陸自動車道や中部縦
貫自動車道、高山駅などの交通基盤・拠点施設
の整備が進み、さまざまな国や地域から年間
450万人もの観光客が行き交う国際観光都市と
なりました。
　令和の時代も「希望ある輝くまち」の実現に
向けて、活力のあるまちづくりをすすめます。

中部縦貫自動車道は現在、高山IC‒丹生川IC（仮称）までの区間の工事が中部縦貫自動車道は現在、高山IC‒丹生川IC（仮称）までの区間の工事が
進められています。【写真提供：国土交通省中部地方整備局】進められています。【写真提供：国土交通省中部地方整備局】 高山IC（上切町）高山IC（上切町）

高山駅周辺が整備され、飛驒地域を周遊する観光客の高山駅周辺が整備され、飛驒地域を周遊する観光客の
玄関口として親しまれています。玄関口として親しまれています。
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■
自
治
功
労
章
９
人

今い
ま

井い

武た
け

男お

、
藤ふ

じ

江え

久ひ
さ

子こ

、
木き

本も
と

新し
ん

一い
ち

、
北き

た

村む
ら

征い
く

男お

、
坂さ

か

下し
た

忠た
だ

𠮷よ
し

、
長な

が

瀬せ

湊そ
う

吉き
ち

、
桜さ

く
ら

本も
と

昌ま
さ

彦ひ
こ

、

石い
し

坂ざ
か

要か
な
め

、
清し

水み
ず

信し
ん

一い
ち

■
地
方
自
治
功
労
２
人

畑は
た

中な
か

正た
だ
し

郎ろ
う

、
鍋な

べ

島し
ま

正ま
さ

子こ

■
公
共
事
務
功
労
54
人

牧ま
き

田だ

栄え

美み

、
角つ

の

川が
わ

祐ゆ

三み

子こ

、
大お

お

澤ざ
わ

正ま
さ

孝た
か

、
笠か

さ

井い

新し
ん

治じ

、
山や

ま

﨑ざ
き

達た
つ

男お

、
鈴す

ず

木き

孝た
か

美み

、
森も

り

本も
と

喜き

久く

男お

、
上う

え

田だ

高た
か

之ゆ
き

、
武む

藤と
う

章あ
き

夫お

、
竹た

け

腰こ
し

由よ
し

郎ろ
う

、

高た
か

原は
ら

祥し
ょ
う

吾ご

、
垣か

い

内と
う

克か
つ

夫お

、
山や

ま

木き

隆り
ゅ
う

太た

郎ろ
う

、
嶋し

ま

田だ

守ま
も
る、
竹た

け

田だ

健け
ん

一い
ち

、
洞ほ

ら

口ぐ
ち

貴た
か

博ひ
ろ

、
上う

え

畑は
た

弘ひ
ろ

貴き

、

中な
か

澤ざ
わ

宏こ
う

介す
け

、
水み

ず

口ぐ
ち

徹と
お
る
、
中な

か

垣が
き

聡さ
と
し
、
清し

水み
ず

康や
す

雄お

、
谷た

に

口ぐ
ち

直な
お

輝き

、
中な

か

垣が
い

内と

正ま
さ

規の
り

、
大だ

い

門も
ん

宏ひ
ろ

德の
り

、

山や
ま

﨑ざ
き

昌ま
さ

紀き

、
川か

わ

上か
み

達た
つ

也や

、
橋は

し

本も
と

直な
お

幸ゆ
き

、
大お

お

坪つ
ぼ

孝こ
う

盛せ
い

、
大お

お

西に
し

洋よ
う

介す
け

、
下し

も

垣が
い

内と

健け
ん

一い
ち

、
中な

か

谷だ
に

隼は
や

人と

、
田た

村む
ら

隆た
か

義よ
し

、
下し

も

垣が
い

内と

哲て
つ

也や

、
野の

中な
か

雅ま
さ

一い
ち

、

西に
し

本も
と

昌し
ょ
う

平へ
い

、
大お

お

迫さ
こ

邦く
に

彦ひ
こ

、
三み

枝え
だ

昌ま
さ

彦ひ
こ

、
奥お

く

洞ぼ
ら

高た
か

広ひ
ろ

、
今い

ま

井い

誠ま
こ

人と

、
五ご

反た
ん

田だ

智と
も

宏ひ
ろ

、
牧ま

き

宏ひ
ろ

之ゆ
き

、

野の

村む
ら

康や
す

幸ゆ
き

、
坂さ

か

尻じ
り

智あ
き
ら、
小お

笠が
さ

原わ
ら

昭あ
き

徳の
り

、
水み

ず

口ぐ
ち

浩こ
う

介す
け

、
増ま

す

田だ

勉つ
と
む

、
坂さ

か

本も
と

輝て
る

一か
ず

、
丹に

羽わ

幸こ
う

司じ

、

中な
か

嶋し
ま

友と
も

和か
ず

、
山や

ま

下し
た

幸ゆ
き

久ひ
さ

、
谷た

に

口ぐ
ち

宗か
ず

徳の
り

、
小こ

林ば
や
し

昌ま
さ

也や

、
大お

お

前ま
え

一か
ず

成な
り

、
藤ふ

じ

井い

敬け
い

太た

郎ろ
う

■
栄
誉
功
労
20
人
・
１
団
体

上か
み
　
や
　
か
お
　
り

屋
薫
里
、
髙た

か

野の

恵め
ぐ
み

、

白し
ら

野の

光ひ
か
る、
上う

え
　
の
　
し
ん
　
た
　
ろ
う

野
慎
太
郎
、

大お
お
　
き
　
な
ぎ
　
こ

木
凪
子
、
浦う

ら

谷た
に

大た
い

司し

、
上う

え
　
の
　
ゆ
う
　
じ
　
ろ
う

野
裕
次
郎
、
冨と

み

田た

幸こ
う

暉き

、
田た

畑ば
た

奨し
ょ
う

治じ

郎ろ
う

、

嶋し
ま
　
だ
　
も
も
　
こ

田
桃
子
、
熊く

ま
　
ざ
き
　
も
と
　
き

﨑
基
記
、
佐さ

藤と
う

竜り
ゅ
う

聖せ
い

、
保ほ

木き

平ひ
ら

楓ふ
う

馬ま

、
田た

高だ
か

昇し
ょ
う

英え
い

、
中な

か

村む
ら

海か
い

斗と

、
竹た

け

内う
ち

太た

一い
ち

、
柿か

き

下し
た

奈な

南な

、
竹た

け

内う
ち

友と
も

哉や

、
山や

ま

下し
た

紗さ

世よ

、

門も
ん

前ぜ
ん

遙は
る

希き

、
岐ぎ

阜ふ

県け
ん

立り
つ

飛ひ

驒だ

高た
か

山や
ま

高こ
う

等と
う

学が
っ

校こ
う

問
合

広
報
情
報
課　

☎
35-
３
１
３
４

美
し
い
ふ
る
さ
と
認
証

■
民
俗
文
化
保
存
１
団
体

飛ひ

驒だ

宮み
や

笠が
さ

保ほ

存ぞ
ん

会か
い

■
景
観
保
全
３
団
体

せ
せ
ら
ぎ
街か

い

道ど
う

を
愛あ

い

す
る
会か

い

、
み
や
ミ
ー
ニ

ン
グ
の
会か

い

、
電で

ん

源げ
ん

開か
い

発は
つ

㈱
中ち

ゅ
う

部ぶ

支し

店て
ん

御み

母ぼ

衣ろ

電で
ん

力り
ょ
く

所し
ょ

問
合

文
化
財
課　

☎
35-

３
１
５
６

令
和
元
年

高
山
市
表
彰
式

11
月
1
日
の
市
制
記
念
日
に
、
市
政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
85
人
・
１
団
体
を
表
彰
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
の
有
形
無
形
の
伝
統
文
化
や
文
化
財
の
保
存
と
活
用
、
美
し
い
景
観
の
保
全
な

ど
の
活
動
に
取
り
組
む
４
団
体
に「
美
し
い
ふ
る
さ
と
認
証
制
度
」に
基
づ
く
認
証
章
を
授
与
し
ま

す
。【
敬
称
略
・
順
不
同
】

天
皇
陛
下
の
御
即
位
を
奉
祝

　

即
位
礼
正
殿
の
儀
を
前
に
、
市
内
で
も
天

皇
陛
下
の
御
即
位
に
祝
意
を
表
す
る
催
し
が

開
か
れ
ま
し
た
。

10
月
20
日
に
開
か
れ
た「
飛
驒
地
区
天
皇
陛

下
御
即
位
奉
祝
記
念
行
事（
大
会
長
・
北
村
斉

高
山
商
工
会
議
所
会
頭
）」で
は
、
奉
祝
記
念

式
典
の
後
、
奉
祝
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、
市

民
ら
約
２
，０
０
０
人
が
市
民
文
化
会
館
か
ら

高
山
陣
屋
ま
で
を
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
の
演

奏
に
合
わ
せ
パ
レ
ー
ド
。
高
山
陣
屋
で
は
、

万
歳
三
唱
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
前
日
に
は
久
々
野
町
で
も
祝
意
を

込
め
た
大
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、

市
内
は
祝
賀
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

高山陣屋で行われた万歳三唱高山陣屋で行われた万歳三唱

夜空を彩る久々野大花火夜空を彩る久々野大花火 市民ら約2,000人が日の丸の小旗を振りながらパレード市民ら約2,000人が日の丸の小旗を振りながらパレード
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第64回  高山市美術展覧会
　今年で 64回を数える高山市美術展覧会は 10月19日に審
査があり、応募総数328点の中から、入賞97点、入選210
点が決まりました。みなさんお誘いあわせのうえご来場くだ
さい（入場無料です）。

期日  11月2日㈯～4日（月・休）
時間  午前9時～午後5時（最終日は午後4時まで）
場所  市民文化会館（昭和町1）
問合  生涯学習課　☎35-3155

市展賞（一般の部） 市展賞（青年の部）

書  

「
臨 

石
鼓
文
」  

　
　
　

下し
も

畑は
た　

瑛え
い

泉せ
ん

さ
ん

書  

「
臨 

孔
子
廟
堂
碑
」   

原は
ら

田だ　

み
こ
と
さ
ん

洋画　「ほんもの」　
　吉

よし　もと

本　有
ゆ

希
き

さん
洋画　「生命線」　
　古

こ

藤
とう

　日
ひ　なた

向さん

Gデザイン
「みんなのことをかんがえよう」
　中

なか　やま

山　みどりさん写真　「暁闇の瞳」
　日

ひ

野
の

　肇
もと　ひこ

彦さん

版画　「桜の里」
　山

やま　した

下　紘
こう　いち

一さん

彫
刻　
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
」

　
　

     

ヒ
サ
オ
・
カ
メ
ヤ
マ
さ
ん

工
芸　
「
紫
苑
の
か
お
り
ー
追
憶
」

　
　
　
　

清し

水み
ず　

長な
が
　
こ子

さ
ん

クマ出没注意！！
　今年はクマの主なエサであるドングリ類が不作で、冬眠前に栄養が必要なクマが人間の生
活圏に大量出没しています。また、飢えたクマは冬眠できずに、来年の 1～ 2月ごろまでエ
サを求めて行動範囲を広げて出没し続ける可能性もあります。
　果実（柿や栗など）がなくなる今月以降は、民家に近づく危険性がさらに増しますので、今
まで以上の注意と対策が必要です。引き続き、市民の皆様のご理解とご協力をお願いします。

▶柿や栗の実はクマを呼び寄せるため、民家周辺の果実は
　採取する。作業にあたっては複数人で行い、事前に爆竹
　などの大きな音を鳴らして人の存在を知らせる。
▶家庭の生ごみもクマのエサになるので、収集日の朝にご
　みステーションへ出す。
▶野菜や果実の残りかすを田畑に放置しない。

▶鈴やラジオなど音の出るものを身につけ、夜間に一人で
　外出することは控える。
▶クマの目撃情報を収集し、目撃情報が多い地域（山林、
　草むらなどは特に）に不要に入らない。
▶万が一、クマに出会った場合は
  【クマが気づいていない場合】
　⇒速やかにその場からあわてず離れる。
  【クマがこちらに気づいた場合】
　⇒背中を見せずにそのまま後ずさりし離れる。
  【クマから攻撃を受けそうになった場合】
　⇒特に顔や首などの急所を守る。

▶人里離れた場所にある柿や栗の実を無理に採取しない。
▶農地での人身事故も多発しているため、農作業をすると
　きも、音の出るものを携帯するなど注意をする。

クマを寄せ付けないために 命を守るために

無理な作業は禁物

　目撃情報は県ホームページ「クママップ」で確認できる
ほか、市メール配信サービス「安全安心」のメール受信で
確認できます。
＊登録は右のQRコードを読み込むことに
　より登録画面に進むことができます。

問合  熊被害対策本部
        （農務課内）☎35-3141
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火災の発生場所や状況は電話でもご確認いただけます
消防情報の電話案内　☎0180-995-911

食
品
関
連
事
業
者
の
み
な
さ
ま
の

販
路
開
拓
を
支
援
し
ま
す

　

食
品
製
造
業
者
な
ど
の
市
内
食
品

関
連
事
業
者
を
対
象
に
、
販
路
開
拓

支
援
事
業
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

本
事
業
で
は
商
談
会
の
開
催
を
予

定
し
て
お
り
、
首
都
圏
を
中
心
に
活

躍
し
て
い
る
有
力
バ
イ
ヤ
ー
と
商
談

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
成

約
に
向
け
て
商
談
が
効
果
的
な
も
の

と
な
る
よ
う
、
商
品
改
良
や
商
談
の

コ
ツ
な
ど
の
様
々
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
知

る
こ
と
が
出
来
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

や
個
別
指
導
と
い
っ
た
支
援
も
併
せ

て
実
施
し
ま
す
。

■
対
象
事
業
者

•
市
内
に
本
社
を
有
す
る
食
品
製
造

　

事
業
者
、
販
売
事
業
者
な
ど
食
品

　

関
連
事
業
者

•
商
談
会
前
の
事
前
セ
ミ
ナ
ー
お
よ

　

び
商
談
会
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

　

研
修
に
参
加
で
き
る
事
業
者

•
商
品
の
開
発
や
改
良
の
意
欲
が
あ

　

る
事
業
者

■
商
談
会

期
日

令
和
２
年
２
月
19
日
㈬

※
会
場（
市
内
）、
時
間
に
つ
い
て
は

　

調
整
中
で
す
。

定
員

20
社
程
度（
応
募
多
数
の
場
合

　
　
　

は
抽
選
）

参
加
バ
イ
ヤ
ー　

主
に
首
都
圏
な
ど

の
都
市
部
を
拠
点
と
し
て
い
る
百
貨

店
や
高
質
ス
ー
パ
ー
、
通
信
販
売
、

卸
問
屋
な
ど
を
予
定（
８
社
程
度
）

■
セ
ミ
ナ
ー

①
事
前
セ
ミ
ナ
ー

期
日

令
和
２
年
１
月
８
日
㈬

•
個
別
面
談

期
日

令
和
２
年
１
月
９
日
㈭

②
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

期
日

令
和
２
年
３
月
３
日
㈫

•
個
別
面
談

期
日

令
和
２
年
３
月
４
日
㈬

※
①
、
②
会
場（
市
内
）、
時
間
に
つ

　

い
て
は
現
在
調
整
中

講
師　

有
限
会
社
永
瀬
事
務
所

　
　
　

永な
が

瀬せ

正ま
さ

彦ひ
こ

さ
ん

申
込

市
HP
、
商
工
課（
本
庁
２
階
）、

各
支
所
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
11
月
29
日
㈮
ま
で

に
窓
口

問
合

商
工
課　

☎
35ｰ

３
１
４
４

　市内における新たな業種・業態の創
出などを図るため、起業家を支援する
施設を開設しています（最大で約１年間
利用可。光熱水費等は自己負担）。
　市内で起業を目指す方は、ぜひご応
募ください。
所在地　有楽町４５番地
面積　約２９㎡
室数　１室（駐車場１台込み）
申込　１１月２９日㈮までに窓口・郵送
応募資格　 市内において起業を検討し

ている個人の方で、自らが
管理・運営できる方。なお、
入居者は書類、面接による
審査のうえ決定します。

入居開始時期　令和２年１月（予定）
※詳細についてはHPをご覧ください。
問合  商工課　☎35-3144
        広報ID 1009753

入居者募集中
飛驒高山インキュベー
ションセンター

ご
活
用
く
だ
さ
い
！

市勤労者生活安定資金融資をご活用ください
　医療費、冠婚葬祭費、教育費、通勤用自動車購入費、簡易な家屋補
修費などにご利用いただけます。
●融資概要
・融資限度額：200万円以内
・融資利率：1.8％
・返済期間：５年以内
・保証料補給：信用保証料を市が全額補給
●対象者
・市内に１年以上在住する20歳以上の方
・市税を完納されている方
・同一事業所に１年以上勤務し、引き続き勤められる方
●育児・介護休業取得中の方
　育児・介護休業中の生活資金についてもご利用いただけます。
・返済期間：６年以内
・利子補給：育児休業中の借入れについては、返済期間内の利子を全
　額補給、介護休業中の借入れについては、介護休業期間内の利子を
　全額補給。
申込先　東海労働金庫高山支店　☎32-1444
　　　　名田町5丁目95番地4
問合  商工課　☎35-3144　広報ID 1002801

企業向けメールマガジン
「労政５５５」に登録しませんか
　市では、人材確保、働き方改革に関する情報
や、各種助成制度、セミナー情報、制度変更な
ど労政に関する様々な情報をお伝えするメール
マガジン「労政５５５」を月１回程度配信してい
ます。ぜひこの機会に登録をお願いします。
※市HPに過去に配信した内容を掲載しています。
登録方法　パソコンから、件名に「メールマガ
ジン希望」と入力し、メール本文に事業所名と
登録者名を入力したメールを次のアドレスに
送信してください。
rousei555@city.takayama.lg.jp
※メールマガジンはパソコン用メールアドレス
　のみの配信とさせていただきます（携帯電
　話からは登録できません）。

問合  商工課　☎35‒3144
        広報ID 1002854
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11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

　

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き
問
題
で
、
早
期
発
見
・
早
期
対
応
が
大
変
重
要
で
す
。

　

児
童
虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら
、
出
産
や
子
育
て
に
悩
ん
だ
ら
、
す
ぐ
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

児
童
虐
待
と
は
…

●
身
体
的
虐
待

　

殴
る
、蹴
る
、叩
く
、投
げ
落
と
す
、

激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、
や
け
ど
を
負
わ

せ
る
、
家
の
外
に
し
め
だ
す　

な
ど

●
性
的
虐
待

　

子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、
性
的
行

為
を
見
せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の

被
写
体
に
す
る　

な
ど

●
ネ
グ
レ
ク
ト（
育
児
放
棄
）

　

乳
幼
児
を
家
に
残
し
て
外
出
す

る
、
食
事
を
与
え
な
い
、
ひ
ど
く
不

潔
な
ま
ま
に
す
る
、
自
動
車
の
中
に

放
置
す
る
、
重
い
病
気
で
も
受
診
を

さ
せ
な
い　

な
ど

●
心
理
的
虐
待

　

言
葉
に
よ
り
脅
か
す
、無
視
す
る
、

き
ょ
う
だ
い
間
で
差
別
的
な
扱
い
を

す
る
、
子
ど
も
の
前
で
夫
婦
間
の
暴

力　

な
ど

子
ど
も
や
保
護
者
の
こ
ん
な

サ
イ
ン
を
見
落
と
し
て
い
ま

せ
ん
か

【
子
ど
も
に
つ
い
て
】

■
い
つ
も
子
ど
も
の
泣
き
叫
ぶ
声
や

　

保
護
者
の
怒
鳴
り
声
が
す
る

■
不
自
然
な
傷
や
打
撲
の
あ
と
が
あ

　

る
■
衣
類
や
か
ら
だ
が
い
つ
も
汚
れ
て

　

い
る

■
落
ち
着
き
が
な
く
乱
暴
で
あ
る

■
表
情
が
乏
し
い
、
活
気
が
な
い

■
夜
遅
く
ま
で
一
人
で
家
の
外
に

　

い
る

【
保
護
者
に
つ
い
て
】

■
地
域
な
ど
と
交
流
が
少
な
く
孤
立

　

し
て
い
る

■
小
さ
い
子
ど
も
を
家
に
お
い
た
ま

　

ま
外
出
し
て
い
る

■
子
育
て
に
関
し
て
拒
否
的
・
無
関

　

心
で
あ
る
／
強
い
不
安
や
悩
み
を

　

抱
え
て
い
る

■
子
ど
も
の
け
が
に
つ
い
て
不
自
然

　

な
説
明
を
す
る

「しつけ」が行き過ぎると
虐待にあたることもあります

　子育てにおいて、「しつけ」と称して、叩いたり怒鳴っ
たりすることは、子どもの成長の助けにならないばかり
か、悪影響を及ぼしてしまう可能性があります。
　以下のポイントを心がけながら、子どもに向き合いま
しょう。
●子育てに体罰や暴言を使わない
●子どもが親に恐怖を持つとＳＯＳを伝えられない
●爆発寸前のイライラをクールダウン
●親自身がＳＯＳを出そう
●子どもの気持ちと行動を分けて考え、育ちを応援

連絡先・相談窓口
市子ども発達支援センター

☎35-3179
（夜間・休日は市役所  ☎32-3333）

児童相談所全国共通ダイヤル
☎1

いち

8
はや

9
く

１い
ち
は
や
く

８
９　

ち
い
さ
な
命
に　

待
っ
た
な
し

　

奥
飛
驒
温
泉
郷
中
尾
か
ら
焼
岳
へ

の
登
山
道
の
途
中
、
展
望
所
で
は
、

白
水
谷
に
あ
る「
白
水（
し
ら
み
ず
）

の
滝
」を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
滝
は
、
遠
く
か
ら
だ
と
名
前

の
示
す
よ
う
に
優
雅
さ
を
感
じ
ま
す

が
、
近
く
で
見
る
と
落
差
約
45
ｍ
も

あ
る
豪
快
な
滝
で
す
。

　

か
つ
て
焼
岳
は
、
硫
黄
ヶ
岳
と
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
名
が
示
す

よ
う
に
硫
黄
を
採
取
し
て
い
ま
し

た
。
こ
の
硫
黄
分
で
谷
水
が
白
濁
し

て
い
ま
す
。
川
や
滝
の
名
称
は
、
こ

こ
か
ら
き
て
い
ま
す
。
な
お
近
く
に

は
、
鉄
成
分
を
含
む
赤
さ
び
た
岩
石

も
あ
り
ま
す
。

　

滝
の
上
半
分
は
、「
黒
谷
溶
岩
」と

呼
ば
れ
る
安
山
岩
で
、
多
く
の
火
山

で
見
ら
れ
る
一
般
的
な
火
山
岩
で

す
。
焼
岳
火
山
帯
は
、
お
お
よ
そ

10
万
年
前
に
活
動
し
た
旧
期
活
動
期

と
約
３
万
年
前
に
始
ま
っ
た
新
期

活
動
期
に
分
け
ら
れ
ま
す
。「
黒
谷

溶
岩
」は
、
新
期
活
動
期
の
初
期
に

流
れ
た
溶
岩
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
年
代
測
定
に
よ
る
と
、
黒
谷
溶

岩
は
、
約
１
万
５
０
０
０
年
前
に
流

れ
て
固
ま
っ
た
溶
岩
で
す
。

　

滝
の
下
半
分
、
溶
岩
の
下
は
、
土

石
流
堆
積
物
で
す
。
白
水
の
滝
は
、

土
石
流
堆
積
物
の
上
を
流
れ
た
黒
谷

溶
岩
の
末
端
部
が
急
斜
面
に
な
っ
て

い
る
た
め
で
き
た
滝
だ
と
い
え
ま

す
。

　

白
水
の
滝
付
近
は
、
今
で
も
、
温

泉
成
分
が
ぎ
っ
し
り
と
つ
い
て
い
る

こ
と
か
ら
、
焼
岳
が
活
火
山
で
あ
る

こ
と
を
感
じ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
噴
出

物
質
が
た
く
さ
ん
堆
積
し
、
急
斜
面

を
作
り
出
し
、
泥
流
や
土
石
流
を
発

生
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

白
水
谷
は
、
割
谷
や
黒
谷
と
合
流

し
て
足
洗
谷
に
な
り
ま
す
。
下
流
に

は
、
土
石
流
を
抑
え
る
た
め
、「
足

洗
谷
第
一
号
砂
防
堰
堤
」と
呼
ば
れ

る
１
９
３
３（
昭
和
８
）年
に
造
ら
れ

た
文
化
遺
産
が
あ
り
ま
す
。
戦
前
か

ら
、
自
然
災
害
か
ら
守
る
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
工
夫
を
先
人
は
行
っ
て
き

た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

（
飛
驒
地
学
研
究
会　

中
口
清
浩
）

 

白
水
の
滝

飛
驒
山
脈
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想

ジ
オ
サ
イ
ト（
第
23
章
）

飛
驒
山
脈
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進

協
議
会

☎
０
５
７
８‒

８
４‒

０
０
３
８

問
合

令
和
元
年
台
風
第
19
号
災
害
義
援
金
に
ご
協
力
を
市
役
所
本
庁
や
支
所
に
募
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間  

令
和
２
年
３
月
31
日
㈫
ま
で
。
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飛驒高山文化芸術祭こだま～れ2019　インフォメーション

飛
驒
の
里

合
掌
家
屋
の
放
水
訓
練

　

合
掌
家
屋
を
水
の
ベ
ー
ル
で
覆
う

ド
レ
ン
ジ
ャ
ー
や
放
水
銃
に
よ
る
延

焼
防
止
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
す
。

期
日

11
月
２
日
㈯

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分
頃

場
所

飛
驒
の
里（
上
岡
本
町
１
）

※
市
民
の
方
は
市
内
在
住
が
確
認
で

　

き
る
も
の
を
窓
口
で
提
示
す
る
と

　

入
館
無
料
で
す
。

問
合

飛
驒
民
俗
村

         

☎
34‒

４
７
１
１

飛
驒
に
ゅ
う
か
わ

宿す
く

儺な

ま
つ
り

　

地
元
食
材
を
使
い
工
夫
を
凝
ら
し

た「
ト
マ
ト
ち
ゃ
ん
こ
鍋
」「
令
和
版
元

祖
す
く
な
鍋
」の
販
売（
１
杯
２
０
０

円
）や
農
産
物
の
販
売
、
郷
土
芸
能
の

披
露
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

期
日

11
月
３
日（
日
・
祝
）

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所

丹
生
川
支
所
前（
丹
生
川
町
坊
方
）

問
合

丹
生
川
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

         

☎
78ｰ

２
４
６
８

第
11
回
飛
驒
高
山

菓
子
ま
つ
り

　

み
だ
ら
し
団
子
や
五
平
餅
、
栗
よ

せ
な
ど
、
飛
驒
高
山
の
お
菓
子
が
勢

ぞ
ろ
い
し
ま
す
。
会
場
で
は
、
数
量

限
定
で
の
ぜ
ん
ざ
い
の
振
る
舞
い
や

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
ま
す
。

期
日

11
月
16
日
㈯
、
17
日
㈰

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所

飛
驒
高
山
ま
ち
の
体
験
交
流

　
　
　

館
交
流
広
場（
上
一
之
町
）

問
合

飛
驒
高
山
菓
子
ま
つ
り
実
行

　
　
　

委
員
会（
高
山
商
工
会
議
所
内
）

         

☎
32-

０
３
８
０

秋秋
のの
イ
ベ
ン
ト
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報

●ペイントソフトや3Dプリンタで作品を作ろう
　情報ビジネス部の生徒が講師となって、科学技術を活用し
た芸術ワークショップを実施します（参加無料）。実施日はお
問い合わせください。
期日  ～令和2年3月21日㈯
場所  高山西高等学校（下林町）
問合  高山西高等学校情報ビジネス部　☎32-2590（岡田）
●農山村地域の文化的景観の継承を考える
【古民家で昔にタイムスリップ】
　地元の方々による紙芝居や、語り部による昔話に耳を傾け
ながら、楽しく歴史や文化を学びます。
日時  11月3日（日・祝）　10：30～15：00
場所  田中家住宅（丹生川町坊方）
【シンポジウム】
　26年前に提唱された、昔ながらの生活が息づくその土地ら
しさを守るための「まちづくり条例」について、真鶴町役場の
方を講師にお招きして学びます（参加無料）。
日時  11月17日㈰　13：30～16：30
場所  丹生川文化ホール（丹生川町町方）
問合  岐阜県建築士会飛驒支部　☎090-5038-3720（仲）

 市民提案プロジェクト

●「令和飛驒万葉」プロジェクトブックプレイス
　全国の歌人が自主発行等したさまざまな短歌集の閲覧コー
ナーを設置します。お気に入りの歌集を見つけてください。
期間  ～11月30日㈯
場所  市図書館「煥章館」および各分館

実行委員会プロジェクト
問合  実行委員会事務局（生涯学習課内）
　　  ☎35-3155　FAX35-3414
        Mail:shougaigakushuu@city.takayama.lg.jp

飛驒春慶弦楽器演奏会 
　第1回飛驒高山文化芸術祭こだま～れ 2013で製作した
4丁の「飛驒春慶弦楽器」によるコンサートを実施します。

期　日 時　間 会　　場

11月3日（日・祝）
  9：30～10：00 久々野公民館（久々野町久々野）
11：00～11：30 一之宮公民館（一之宮町）
15：00～15：30 北稜中学校（上宝町本郷）

11月4日（月・休）   9：30～9：50 清見中学校（清見町三日町）
11月9日㈯ 13：30～14：00 こくふ交流センター（国府町広瀬町）
11月10日㈰ 15：00～15：30 桜香の湯（荘川町猿丸）
問合 生涯学習課　☎35-3155

参加無料・申込不要

 市民応援プロジェクト
●100の花、咲いた！（入場無料）
期間  ～11月30日㈯
場所  飛驒高山まちの博物館（上一之町）
問合  小糸焼窯元　☎32-1981

●高山少年少女合唱団定期演奏会（入場無料）
日時  11月10日㈰　14：00開演（開場30分前）
場所  飛驒・世界生活文化センター（千島町）
問合  高山少年少女合唱団　☎090-9022-0889（田中）

●日本板画院高山展事業（入場無料）
期間  11月15日㈮～17日㈰
場所  高山市民文化会館（昭和町1）
問合  （一社）高山市文化協会　☎34-6550

●たかやま菊花展（入場無料）
期間  ①～11月10日㈰　②11月11日㈪～17日㈰
場所  ①桜山八幡宮（桜町）　②市民文化会館（昭和町1）
問合  たかやま菊花会（高山市文化協会内）　☎34-6550

●第51回高山市民吹奏楽団定期演奏会
日時  11月17日㈰　14：00開演（開場30分前）
場所  高山市民文化会館（昭和町1）
入場料  （前売り）一般 1,000円／高校生以下 500円
問合  高山市民吹奏楽団　☎32-1031（コサカ楽器）

【ケーブルテレビ番組案内】
○ハイ、市役所です　毎日9：00～、12：00～、19：30～ 　○週刊高山ニュース　毎日7：30～、19：00～
○わがまち再発見　毎日10：30～、18：30～ 　　　　 　 問合 飛驒高山ケーブルネットワーク㈱　☎33-7330
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毎月第3日曜日は家庭の日です
家族との会話を大切にし、わが家の約束づくりに努めましょう

無料可燃ごみ処理券を追加配付
　紙おむつが必要な高齢者や障がい者を介護していたり、紙おむつを使用している子どもを養育する世帯などで「可燃ごみ
処理券」が不足する世帯を対象に追加配付しています。希望される方は窓口で手続きしてください。

おむつまたはストマ用装具使用者（要介護高齢者および障がい者世帯、子育て世帯）のみなさんへ

支援区分
内容 高齢者 障がい者 子ども

対象世帯 紙おむつを常時使用している
高齢者がいる世帯

紙おむつを使用している
65歳未満の障がい者が

いる世帯

ストマ用装具を
使用している方が
いる世帯

紙おむつを使用
している子どもが
いる世帯

配付条件 年度初めに配付された一般家庭用の可燃ごみ処理券を使いきっていること

追加配付回数
※紙おむつ使用者
1人につき

年間2回を限度
※2回目の追加配付には、1回目の追加配付のごみ処理券を使いきっていることが条件

年間1回

配付数量 1回につき20枚（2シート） ※年間2回で40枚が限度 20枚（2シート）

必要書類
申請書（※おむつを使用していることの証明が必要） 申請書、 身体障害者手帳 申請書

※申請書は下記の窓口にあります

手続き

申請書におむつを使用していることの
証明（民生児童委員、ケアマネジャー
または、地域包括支援センター職員の
署名・押印）のほか、必要事項を記入の
うえ提出

申請書におむつを使用して
いることの証明（市職員、関
係機関の署名・押印）のほか、
必要事項を記入のうえ提出

申請書に必要事項を記入
のうえ、身体障害者手帳
を提示して提出

申請書に必要事項を
記入のうえ提出

申込・問合先
高年介護課  ☎57-5200 福祉課  ☎35-3356 子育て支援課  

☎35-3140

※各支所地域振興課でも申し込みいただけます

●傍聴は先着順となります。
●開催日時や場所が変更となる場合がありま
　す。なお、議題など詳細については担当課
　へお問い合わせください。

委員会・審議会を公開しています
公開予定の委員会・審議会

開催日 会議名ほか

11月5日
㈫

幹部会議（三役、部長級以上）
8：30～
市役所　4階特別会議室
担当課  企画課
          ☎35-3131

11月7日
㈭

協働のまちづくり推進会議
13：30～　
市役所　地下市民ホール
担当課  協働推進課
           ☎35-3412

夜間保育所「ぱじゃま」をご利用ください
　市では、多様な労働形態や子育てと
就労等の両立を支援するため、保護者
の方が夜間の就労等により保育できな
いお子さんを専用施設で一時的に保育
する、夜間保育を実施しています。
　利用を希望される方は、利用登録お
よび申請を受け付けていますので、夜間
保育所までお申し込みください。
場所　総合福祉センター２階（昭和町2）
開所日　月～土曜日（祝日・年末年始を除く）
保育時間　17：30 ～ 22：30
対象児童　満１歳から就学前のお子さん
※保護者の方の夜間の就労等により、家庭で保育ができないことが要件とな
　ります。
受入定員　1日につき10人
利用料　1回1,000円（減免制度あり）
食事　弁当持参、または必要に応じて実費により施設で手配します。
申込　事前登録を完了した後に、申請書を下記の窓口へ提出
問合  高山夜間保育所　☎３６-２２８８

見学会を開催します見学会を開催します
　夜間保育所の利用方法の説明や施設の見学、利用体験ができます。
参加無料、事前申込不要です。ぜひお越しください。
日時　11月9日㈯　9：30～12：00
場所　総合福祉センター２階（昭和町2）

日本水道協会中部地方支部
3県合同防災訓練
　地震等で被災した都市が速やかに給
水能力を回復できるよう、日本水道協会
中部地方支部による近隣3県（岐阜県、
富山県、静岡県）合同の防災訓練を実施
します。
日時

 
11月6日㈬　12：30～

場所
 
飛驒・世界生活文化センター（千島町）

問合  上水道課　☎35-3149
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大切な人権　あなたも考えてみませんか？ 　今月は「北朝鮮による拉致被害者」について
詳しくはHP〔1001321〕

フレイル予防講座
　フレイルとは、加齢に伴う筋力低下や心身の活力の低
下により生じる高齢期特有の状態と糖尿病や高血圧な
どの生活習慣病、両方が影響してからだの機能が衰えや
すくなる状況をいいます。
　からだの機能が衰えないように、「フレイル」を予防し、
人生100年時代、いきいきと過ごすための具体的な講
座を行います。ぜひご参加ください。

日　時 場　所 申込期限
11月28日㈭
13:30～15:00 市役所地下市民ホール 11月22日㈮

12月9日㈪
13:30～15:00 市図書館「煥章館」 12月3日㈫

休日診療のお知らせ
診療名 対象となる方 期　日 受付時間 持ち物 場　所

医科診療 休日に急病になった方
3（日祝）・4（月休）・
10㈰・17㈰・
23（土祝）・24㈰

8：30～11：30
13：00～14：30

健康保険証
医療受給者証（受給者のみ）
お薬手帳（お持ちの方）
フッ素塗布：1,080円

高山市休日診療所
（市保健センター内）

☎35‒3175歯科診療 日曜日に歯が痛くなった方
小児のフッ素塗布希望の方

3（日祝）・10㈰・
17㈰・24㈰ 8：30～11：30

●休日・夜間などの急病の場合、受診できる医療機関を知りたいときは高山地域救急医療情報センターまで電話してください〔☎０５７７‒３４‒３７９９〕
●高山市民の方は、看護師や医師などに24時間365日、電話で医療相談ができます（通話料・相談料無料、携帯電話使用可） 〔☎０１２０‒５４‒７８３０〕

問合  医療課  ☎35‒317711月

定員  各30人（超えた場合は抽選）
参加料  無料
申込  各申込期限までに TEL

問合  市民課　☎35-3003

あたまの健康チェック
　認知症予防の一環として、簡易な認知機能チェックと
個別相談を行います。ぜひご利用ください。
対象  ①市内在住の65歳～79歳の方
        ②認知症の診断や治療を受けていない方
        ③介護保険で要支援・要介護に該当していない方
日時  11月19日㈫　8:50～12:00（１人あたり30分程度）
場所  市役所3階301会議室（花岡町2）
定員  10人
申込  前日までに TEL

※認知症などの診断をするものではありません。
※初めての方を優先させていただきます。
問合  市地域包括支援センター　☎35-2940

介護者のための「ほっとする談話室」
　介護に関する悩み事や困りごとの相談ができます。
①認知症なんでも相談室
日時  11月7日㈭、8日㈮  10：00～15：00
場所  市図書館「煥章館」（馬場町2）
②ほっとする談話室
日時  11月11日㈪、20日㈬10：00～15：00
場所  まちスポ飛驒高山（天満町1・フレスポ飛驒高山内）
※事前申込不要、参加無料です。時間内は出入り自由ですので、
　都合のいいときにお越しください。
問合  NPO法人まちづくりスポット　☎62‒8550

11月の献血　　　　　 問合  福祉課　☎35-3356
　駐車場が少ない会場もありますのでご注意ください。
　※印の会場は400ml限定の献血です。
期 日 時　間 場　　　　　所

15日㈮
9:00～11:30 飛驒総合庁舎（上岡本町7）※

13:30～16:00 高山信用金庫新宮支店（新宮町）

21日㈭
9:00～11:30 高山市役所（花岡町2）※

13:30～16:30 飛驒信用組合本店（花岡町1）

22日㈮
9:00～11:30 ウエディングパーク高山フローラ（桐生町8）

13:30～16:00 平和メディク㈱（下切町）

オレンジカフェ
　オレンジカフェは、認知症の人を介護している人や認
知症に関心がある人などが交流する場です。本人や家
族も一緒にお越しください。
　今回は、「昔なつかしい遊びやおしゃべり会」を予定し
ています（事前申込不要）。
日時  11月15日㈮　13:30～15:00
場所  認知症の人と家族の会岐阜県支部
　　  （昭和町1・旧綿屋の清水ふとん店）
参加料  1人200円
問合  飛驒地区認知症カフェ実行委員会　☎62̶9482

ひざ腰元気教室
　年を重ねても元気にいきいきと暮らしていくために、高齢期の健
康管理のポイントや認知症予防について学びます。
対象  市内在住の65歳以上のお元気な方（過去に受講経験のない方）
申込  下記締切日までに TEL

※定員を超えた場合は抽選。
問合  ①社会福祉協議会　☎35-0294
　　　②③福祉サービス公社　☎36-2940

場所・定員 開催日 時間 申込締切

① 総合福祉センター
8人

11月12日～令和2年
4月7日（毎週火曜日）

9:30～11:30 11月11日㈪ 

② ビッグアリーナ
15人

11月27日～令和2年
5月13日（毎週水曜日）

9:30～11:30 11月26日㈫ 

③ 市保健センター
15人

11月28日～令和2年
4月23日（毎週木曜日）

13:30～15:30 11月27日㈬ 

11月７日㈭は、市地
域包括支援センター
による「あたまの健康
チェック」の体験もで
きます。
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問合先  健康推進課  ☎35‒3160くらしくらしと健康健康くらしくらしとと健康健康くらしと健康

●各教室や健診の所要時間は各案内文をご覧ください。
※①から③のいずれかの書類  ① マイナンバーカード   ② 個人番号通知カード＋顔写真付き本人確認書類（運転免許証など）
　③ 個人番号通知カード＋顔写真のない公的書類（健康保険証、年金手帳など）を２つ以上

健
康
の
教
室
と
相
談

相談名 対象となる方 期日 受付時間 持ち物 場所

母子健康手帳交付 母子健康手帳の交付を受けていな
い妊婦

11
13：15～13：30

妊娠証明書（妊娠届出書）・上のお子さんの母子
健康手帳・
個人番号確認書類※

 

市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
35
―
３
１
６
０
）

26

妊婦教室（第1回） 出産予定が令和2年4月の妊婦 7 13：15～13：30
母子健康手帳
妊婦ファイル
必要な方は飲み物　　

妊婦教室（第2回） 出産予定が令和2年3月の妊婦 14 13：15～13：30
妊婦教室（第3回） 出産予定が令和2年2月の妊婦 18 13：15～13：30
妊婦教室（第4回） 出産予定が令和2年1月の妊婦と夫 26 9：15～9：30

4 カ 月 児 健 診
令和元年6月21日～6月27日生まれ 12

12：30～13：00
母子健康手帳・問診票（お子さんの成長の記録）
子どもノート・バスタオル

令和元年6月28日～7月8日生まれ 21
令和元年7月9日～7月20日生まれ 28

1 歳 6カ月児健診
平成30年4月1日～4月15日生まれ 5

12：30～13：30 母子健康手帳・問診票（お子さんの成長の記録）
おかあさんと子どものファイル平成30年4月16日～4月30日生まれ 15

2 歳 児 相 談
平成29年10月1日～10月7日生まれ 1

9：15～9：45
母子健康手帳・問診票（お子さんの成長の記録）
おかあさんと子どものファイル
子ども用フォーク・お手ふき・お茶・歯ブラシ・コップ

平成29年10月8日～10月21日生まれ 15
平成29年10月22日～10月31日生まれ 29

3 歳 児 健 診
平成28年10月1日～10月15日生まれ 6

12：30～13：30
母子健康手帳・問診票（お子さんの成長の記録）
おかあさんと子どものファイル
目と耳の問診票・尿・歯ブラシ・コップ平成28年10月16日～10月31日生まれ 22

市 民 健 康 相 談 育児、食生活、生活習慣病などに
ついての悩みや相談ごとのある方

毎週月～金
（祝日を除く） 9：00～12：00

乳幼児の相談の方は母子健康手帳

市保健
センター

毎週木曜日    
（祝日を除く） 9：00～12：00 各支所

赤 ち ゃ ん 教 室

令和元年8月1日～8月31日生まれ 20

9：30～11：30
※出入り自由

母子健康手帳
バスタオル

市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
35‒

３
１
６
０
）

令和元年6月1日～6月30日生まれ 13
平成31年4月1日～4月30日生まれ 11
平成31年2月1日～2月28日生まれ 7
平成30年12月1日～12月31日生まれ 5

　精神保健福祉士の相談では、こころの健康を目的とした、家庭や職場、学校で
の人間関係の悩みも伺います。話すだけでも気持ちは軽くなります。「病院に行く
のは気がひける」「話を聴いてほしい」という方、また家族の方による相談、電話に
よる相談も可能です。お気軽にご相談ください。

こころの健康相談 予約が必要です。
（相談は無料で、秘密は厳守します）11月

内　容 相談日 場　　所 時　　間 予約・問合先

精神科医師に
よる相談

11月13日㈬ 市保健センター
13:30～15:30 飛驒保健所

☎３３－１１１１（内３１1）
11月20日㈬ きよみ館（清見支所）

精神保健福祉士
による相談 11月28日㈭ 市保健センター 13:30～15:30 健康推進課

☎３５－３１６０（※）

※11月25日㈪までにご予約ください。

小児がん患者ワクチン再接種費用の助成を行います
　小児がん治療の骨髄移植手術を受けた影響で、定期予防接種ワクチ
ンの抗体が失われた方の予防接種の再接種費用の助成を行います。
対象　 定期の予防接種で得た免疫が造血幹細胞の移植によって低下

または消失したため、再接種が必要と医師が認める方で、再接
種を希望する方

申込　予防接種を受ける前に、下記の持ち物を持参のうえ、健康推進課  
　　　（市保健センター）または各支所地域振興課で申請してください。
持ち物
•印鑑（簡易印鑑は不可）
•住所、生年月日が確認できるもの（福祉医療受給者証の写しなど）
•母子健康手帳（造血幹細胞の移植の理由が生じる以前の定期の予
　防接種の履歴が確認できるもの）
•造血幹細胞の移植により、定期の予防接種で得た免疫が低下または
　消失したため、再接種が必要となる旨の医師意見書
予防接種の種類　定期の予防接種として実施した予防接種（BCG予
　　　　　　　　防接種は対象外）

喀
か く

痰
た ん

細胞診検査
（痰による肺がんの検査）
　喀痰検査は、肺がんの早期発見のため胸
部レントゲン検査とともに有効な検査です。
　この機会に受診してみませんか。
対象　50歳以上で下記のいずれかに該当  
　　   する市民の方
①喫煙指数(1日本数×年数)が600以上の方
②6カ月以内に痰に血が混ざったり、咳や痰
　が増えたりした方
検査内容　起床時の痰を3日間容器に採取
　　　　　します。※痰の出ない方は検査
　　　　　ができません。
容器をお渡しする日　11月25日㈪または
28日㈭のいずれも午前9時～ 10時
容器回収日　12月10日㈫、11日㈬、12日㈭
　　　　　　のいずれも午前9時～正午
場所　市保健センター（花岡町２）
料金　510円（70歳以上は 300円、生活
　　　保護世帯は無料）
申込　11月15日㈮までに TEL

　抵抗力の弱い小児や高齢者のインフルエ
ンザは重症化しやすいことから、市では予
防接種費用の助成を行います。
●小児（生後6カ月～中学3年生）
　1回2,200円の助成
●高齢者（65歳以上・一部60歳～ 64歳）
　1回1,630円の自己負担

12月27日まで受付
インフルエンザ予防接種

妊婦さんへ
分娩予定日まで宅配牛
乳購入費の助成事業が
あります。
利用を希望される方は、
印鑑をご持参ください。

健康
ポイント
対象
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メールMAIL

MAIL

ホームページHP 電話TELファクスFAX

FAX

郵送郵送ハガキ・往復ハガキ往 復
ハガキハガキ

で申し込む場合は、講座名・住所・氏名・電話番号を明記往 復
ハガキハガキ 情報情報ののひろばひろば

◎図書館の11月特集コーナー
【一般】ITで拡がるボーダーレスの世界　インターネット誕生50年　【児童】童話のせかいへ～グリムとイソップ～

お し ら せ
大規模小売店舗立地法に基
づく届出の縦覧
　岐阜県に提出された大規模小売店
舗の変更の届出書の縦覧を行っていま
す。
事業者　中部薬品株式会社
名　称　V・drug高山中央店
所在地　岡本町三丁目6番10 外
内　容　駐車場の自動車出入口の数の
　　　　変更など
縦覧場所　商工課（市役所2階）
縦覧期間　令和2年1月28日㈫まで
問合  商工課　☎35-3144

歳末たすけあい義援金配分
■対象となる世帯
①障がい児・者の世帯（障がい者の方
　を含む世帯）
②ひとり親世帯
③高齢者のみの世帯ほか
※生活保護世帯は対象になりません。
※それぞれの区分には制限があります
　のでご注意ください。
■申込方法
　市社会福祉協議会の窓口で申請書
を受け取り、11月29日㈮午後５時ま
でに市社会福祉協議会へ申し込む。
※12月中旬に決定通知を発送し、12
　月下旬に指定口座に振り込みます。
問合  市社会福祉協議会
     　☎35-0294
        FAX34-6736

市民のみなさんの命を守ります
高規格救急車を更新配備
　高山消防署大野分署に最新の救急
救命資器材を積載した高規格救急車
を配備しました。
　この救急車には、ＡＥＤや自動心臓
マッサージシステムなどが備えられ
ています。

広報車を更新配備
　この車両は、様々な災害発生時に
おける避難情報や避難場所を住民に
周知するための広報活動や、火災警
報、乾燥注意報発令時の火災予防に
関する広報活動、更には有事の際の
資機材や人員搬送などにも使用する
車両です。

 図書館からのお知らせ 問合 市図書館「煥章館」 ☎32‒3096  FAX32‒3098
　　　Mail：library@library.takayama.gifu.jp

みんなの健康シリーズ第7回
日時  11月18日㈪　19:00～20:50
場所 市図書館「煥章館」（馬場町2）
定員  100人（入場無料・申込不要）
①薬剤師による子育て支援
　講師　谷

たに

口
ぐち

彩
あや

子
こ

さん
           （Vdrug高山中央薬局指導薬局長）
②義歯のはなし
　講師　水

みず

口
ぐち

義
よし

雄
お

さん
　　　  （町方歯科診療所所長）

第8回上映会（入場無料・申込不要）
家で死ぬということ（2012年日本・88分）
日時  11月9日㈯ 14：00～、19：00～
場所 市図書館「煥章館」（馬場町2）

ブックスタート（上宝分館）
　1歳6ヵ月児を対象としたブックス
タート絵本の引き換えを行います。
日時  11月16日㈯　10：30～11：00
場所 市図書館上宝分館（上宝町本郷）
持ち物  母子手帳、引換券

おはなし会スペシャル（国府分館）
日時  11月16日㈯　10：30～11：30
場所 市図書館国府分館（国府町広瀬町）

市営空町駐車場の特定日
11月3日（日・祝）
　通常、市図書館「煥章館」をご利用の
方には、2時間までの無料処理を行いま
すが上記期間は午後5時まで無料処理
を行いません（午後5時入庫分より行い
ます）。ご理解とご協力をお願いします。

高山税務署からのお知らせ
　青色申告決算等説明会と消費税軽減税率制度等説明会、年末調整等説明会を開
催します。ぜひご参加ください。
期日 11月21日㈭ 場所 市民文化会館（昭和町1）

税を考える週間（11月11日～17日）　 問合 高山税務署総務課  ☎32-1021
●税金クイズ
　クイズ正解者に抽選で粗品を進呈
します。
日時 11月17日㈰　10：00～15：00
場所 ルビットタウン高山店（岡本町3）

問合 高山消防署警防課　☎32-0119

時間 内　　容 対　　象
10:00 ①青色申告決算等説明会 青色申告を行う個人事業者
13:00 ②消費税軽減税率制度等説明会 法人および個人事業者
14:45 ③年末調整等説明会 給与の支払いをする法人および個人事業者

問合  高山税務署　①・・・・・個人課税第1部門　☎32-8126
　　　　　　　　　②③・・・法人課税第1部門　☎32-1023

●税金パネル展
　税に関する作文や習字、絵はがきな
ども展示します。
日時  11月11日㈪～17日㈰
　　  店舗営業時間内
場所 ルビットタウン高山店（岡本町3）
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営業時間　平日午前8時30分から午後5時15分（土・日曜日、祝日、年末年始（12月29日～1月3日）を除く）

トワイライト・キャンペーン実施中
11月の車両等ライト点灯時間の目安は午後4時頃

高山警察署からのお知らせ 問合 ☎32-0110

募集・おしらせ
男女共同参画パネル展
ひとりで悩まないで
ドメスティック･バイオレンス
　女性に対する暴力をなくす運動（11
月12日～ 25日）の期間に合わせ、女
性に対する暴力防止をテーマにパネル
展を開催します。
期間  11月11日㈪～ 25日㈪
時間  市役所1階ロビー（花岡町2）
問合  協働推進課　☎35-3412

全国一斉「女性の人権ホット
ライン」強化週間
☎0570-070-810
期間  11月18日㈪～ 24日㈰
　　　平日は 8:30～ 19:00
　　　土日は 10:00～ 17:00
※上記以外の日でも平日の 8:30～　
　17:15まで受け付けています。
※相談は無料で、秘密は堅く守られます。
※ネットからも受け付けます。
   http://www.jinken.go.jp/

　高山市職員の追加募集を実施します。
【試験区分、募集人数および受験資格】　国籍や障がいの有無にかかわらず、受験資格に適合する方であれば受験可能です。

高山市職員採用試験（追加募集）

試験区分 募集
人数

受　　　　験　　　　資　　　　格
年齢要件 資格等要件

事
務
Ａ

（
大
卒
程
度
）

① 2人程度 平成2年4月2日から平成10年4月1日までに生まれた方 大学卒業程度の学力を有する方

② 1人
程度

昭和59年4月2日から平成2年4月1
日までに生まれた方

次のすべてに該当する方
①大学卒業程度の学力を有し、民間企業・官公庁等における職務経験が通算5年以上の方
②令和元年10月1日現在、飛騨地域外に在住し、採用後高山市内に居住する意向のある方

技　

術

（
大
卒
程
度
）

土  

木
2人
程度 昭和54年4月2日から平成10年4月1

日までに生まれた方

次のいずれかに該当する方
①大学卒業程度の学力を有する方
②土木施工管理技士（1級または2級）の資格を有する方、または受験資格を有する方

建  

築
１人
程度

次のいずれかに該当する方
①大学卒業程度の学力を有する方
②建築士（1級または2級）の資格を有する方、または受験資格を有する方

技能労務職
（調理業務）

１人
程度

昭和39年4月2日から昭和60年4月1
日までに生まれた方 調理業務経験を有する方

獣医師 2人程度 採用時における年齢が50歳以下の方 獣医師免許を有する方、または令和2年春季の国家試験で取得見込みの
方で、普通自動車運転免許証を有する方

医　師 1人程度 採用時における年齢が60歳以下の方 医師資格および普通自動車運転免許証を有する方

平成30年度自転車盗難51台中、無施錠で盗まれた自転車は４５台でした。

つまり…

申込受付期間　11月22日㈮まで　
※獣医師、医師は随時（採用者が決定した時点で募集終了となります。）
第一次試験　１２月７日㈯　第二次試験　令和２年１月下旬　※獣医師、医師は随時実施（申込受付後、こちらから連絡いたします）。
採用日　令和２年４月１日　※獣医師、医師は、調整のうえ採用日を決定。
【試験案内・申込書】　市役所インフォメーション（1階）、総務課（4階）、各支所地域振興課、市HPで配布。
問合  総務課　☎35-3133　広報ID 1008397

11月は「子ども・若者育成支
援強調月間」
　青少年の健全育成、社会環境浄化、
非行防止、さらに、心豊かで明るい家庭
づくりについて考えてみませんか。
問合  生涯学習課　☎35-3155

期日  令和2年1月18日㈯
時間 14：00～16：00（開場13:00）
場所 不二羽島文化センター（羽島市）
申込 11月29日㈮（必着）までに往復
　　　ハガキで申し込む（住所・氏名・
　　　電話番号・希望人数（4人まで）、
　　　希望者全員の年齢を明記）
※詳しくは、岐阜県警察HPでご確認
　ください。
問合 岐阜県警察本部広報県民課音
　　　楽隊
         〒500-8501（住所記載不要）
        ☎058-271-2424

～

鍵を掛ければ、貴方の大切な自転車がかなり盗まれにくくなります。
土日の午前中、駅周辺の店舗の駐輪場が特に狙われています。

第24回岐阜県音楽隊定期演奏会
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メールMAIL

MAIL

ホームページHP 電話TELファクスFAX

FAX

郵送郵送ハガキ・往復ハガキ往 復
ハガキハガキ

で申し込む場合は、講座名・住所・氏名・電話番号を明記往 復
ハガキハガキ 情報情報ののひろばひろば

No！と言える勇気　STOP！！ ザ・覚醒剤・大麻  麻薬・覚醒剤乱用防止運動（10月1日～11月30日）

募　　　集
市営墓地使用者募集
・宗

そう

猷
ゆう

寺
じ

墓地（宗猷寺町）：3区画
・素

そ

玄
げん

寺
じ

墓地（天性寺町）：8区画
・大

だいりゅうじ

隆寺墓地（春日町）：3区画
・大

だい

雄
おう

寺
じ

墓地（愛宕町）：1区画
・北

きた

ヶ
が

洞
ほら

墓地（左京町）：5区画
・宇

う つ え

津江墓地（国府町）：75区画
※お申し込みは 1人（世帯）につき1区
　画（希望区画が重複した場合は抽選）
永代使用料　1㎡あたり30,000円（市
内に住所を有しない方は 60,000円）
※宇津江墓地のみ維持管理費（1区画
　あたり年470円）が必要です。
申込  窓口・HPにある「墓地使用許可
申請書」および「誓約書」に記入・押印し、
11月20日㈬までに管財課（本庁4階）
または国府支所地域振興課へ提出
問合 管財課　☎35-3135
国府支所地域振興課　☎72-3111

リフォーム製品フェア
　リフォーム製品の販売と修理したおもちゃの無償提供があります。
応募資格　市民の方（分類ごと1人1点応募できます）
応募期間　11月11日㈪～ 16日㈯　8:30～ 16:00
　　　　　11月17日㈰　10:00～ 12:00
抽選会　11月17日㈰　13:00
※当選者には電話連絡するほか、市HPに当選者の整理番号を掲載します。
場所  資源リサイクルセンター内　リフォームセンター（三福寺町）
問合  資源リサイクルセンター　☎35-1244 　広報ID 1001256

来春、東京近郊の大学・大学院に入学予定の方へ来春、東京近郊の大学・大学院に入学予定の方へ 「入寮者募集」「入寮者募集」
（公財）濃飛会・岐阜県学生会館 （公財）岐阜県学寮

初回面接日 令和2年1月25日㈯ 12月15日㈰
時　間 10：30～ 14：00～
会　場 じゅうろくプラザ（岐阜市） 市民文化会館（昭和町1）

申込・
問合先

岐阜県学生会館（八王子市子安町）
☎042-646-6561
FAX042-646-6562
http://nohikai.com/

岐阜県学寮（文京区小日向）
☎03-3947-1958
FAX03-3947-4436
http://gifukengakuryo.com/

詳しくは各ホームページをご覧ください

① 月額世帯所得が１５万８千円以下の世帯が申込できる住宅

③ 月額世帯所得が１５万８千円を超え４８万７千円以下の世帯が申込できる住宅

② 月額世帯所得が４０万円以下の世帯が申込できる住宅

団地名 所在地 建築年度 間取り 家賃（円） 募集戸数 内覧会（予約制） 備考
赤 保 木 団 地 赤 保 木 町 1222 番 地 S47 3K 9,100～10,600 2 11/13, 11/17 ※
下 岡 本 団 地 下岡本町 2000 番地 50 S61～S63 2LDK・3DK 19,400～36,400 2 11/13, 11/17
三 福 寺 団 地 三 福 寺 町 620 番 地 2 H14 2LDK 22,300～42,500 2 11/13, 11/17 ※

団地名 所在地 建築年度 間取り 家賃（円） 募集戸数 内覧会（予約制） 備考
久々野団地（一般） 久々野町久々野1505番地1 H12～H13 3DK 21,300～55,500 2 11/12, 11/16
作 料 下 団 地 国府町広瀬町205番地3 H7 3LDK 34,700～77,100 1 11/12, 11/16

団地名 所在地 建築年度 間取り 家賃（円） 募集戸数 内覧会（予約制） 備考
無 数 河 団 地 久々野町無数河940番地 H6 2LDK 35,500～57,300 1 11/12, 11/16
久 々 野 団 地 久々野町久々野1505番地1 H10 3DK 37,700～60,900 1 11/12, 11/16

市営住宅（2月入居）入居者募集
　市営住宅の入居者（2月入居予定）を募集します。

※は単身での入居も可能（単身入居の場合、要件がある場合があります）
●申込方法　　　 建築住宅課または各支所基盤産業課にある申込用紙に記入のうえ、市が指定する必要書類を添付して 11月

22日㈮までに窓口（郵送は当日消印有効）にお申し込みください。なお、募集戸数を超えた場合は、後日市
役所で抽選を行います。

●内覧会の実施　 事前に部屋をご確認いただき、希望する部屋を決めてお申込みいただく必要があります。つきましては事前
の内覧会（予約制）を実施しますので、建築住宅課へお申し込みください。

●注意事項　　　 家賃とは別に住宅によって共益費、駐車場使用料などが必要となる場合があります。また、市営住宅の入居
は原則「現状渡し」となります。

●このほかに随時募集している物件もあります。
問合 建築住宅課　☎32-3333（内線2338）または 35-3176（直通）
用語解説：月額世帯所得とは世帯全体の月額所得から、世帯構成などにより規定の額を控除した後の額のことです。
　申込前にご確認のうえ、条件に該当する住宅にお申込みください（所得、世帯構成がわかるものを準備してご相談ください）。
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営業時間　平日午前8時30分から午後5時15分（土・日曜日、祝日、年末年始（12月29日～1月3日）を除く）

ヒッツFM（76.5MHz）「おもてなしの英会話」毎週火～木曜日8:25～、17:55～放送中
テキスト版を市HPで公開しています（広報ID 1005316）

講座・セミナー

荒城農業体験交流館体験教室
対象  市内在住･在勤の方
場所 荒城農業体験交流館(国府町八日町）
申込 TEL・FAX（超えた場合は抽選）
問合  荒城農業体験交流館
　　　☎72-1066　FAX72-1067
●シルエットアート教室
日時 11月21日㈭　①13:00～15:00
　　　　　　　　　  ②19:00～21:00
定員  各10人　 参加料  1,100円
申込期限  11月14日㈭
●飾り巻き寿司教室
日時  11月27日㈬　13:30～15:30
定員  12人　 参加料  1,300円
申込期限  11月15日㈮
●お菓子つくり教室
　今回は、りんごのシフォンケーキを作
ります。
日時  11月28日㈭　13:00～15:30
定員  8人　 参加料  1,300円
申込期限  11月15日㈮

「笑いヨガ」体験
●市総合福祉センター（昭和町2）
日時  11月8日㈮、22日㈮　10:00～
　　  11月10日㈰、17日㈰　13:30～
●国府福祉センター（国府町木曽垣内）
日時  11月1日㈮、15日㈮10:00～
持ち物  飲み物（水分補給用）、動きやす
い服装、タオル　 参加料  100円
問合 ひだ笑いヨガクラブ  ☎33-0064

太極拳体験教室
・北小学校第二体育館（桐生町2）
日時  11月5日㈫　19:30～
・総合福祉センター（昭和町2）
日時  11月8日㈮　13:30～
持ち物  運動できる服装、底の低い靴、飲
　　　み物
※事前申込不要、参加無料
問合 高山市太極拳協会  ☎33-9196

防犯講演会
　テレビのコメンテーターとしても活
躍中の梅

うめ

本
もと

正
まさ

行
ゆき

さんを講師にお招き
し、防犯対策についてお話しいただき
ます。
日時  11月16日㈯　10:30～12:00
場所  飛驒信用組合本店 ひだしんさ
るぼぼ倶楽部サロン棟（花岡町1）
参加料  無料
定員  50人
申込  11月13日㈬までに TEL
問合  （一社）日本防犯学校岐阜支部
        （㈱鉞組）　☎57-5335

飛驒地域の森林を考える
シンポジウム
　市は「100年先の森林づくり」をテー
マに掲げ、森林・林業・木材産業にかか
る施策を推進します。高山市の将来に
向けた森林づくりについて理解を深め
ていただくためシンポジウムを開催し
ます（参加無料、事前申込不要）。
日時  11月30日㈯　13：30～16:00
場所  市民文化会館3-11（昭和町1）
問合  林務課　☎35-3541

高山市民憲章推進協議会
文化講演会
　講師に旅人でエッセイストの「たかの
てるこ」さんをお招きし「生きるって、な
に？」をテーマにお話しいただきます。
　当日は講演会の前にフラワーコン
クール表彰式を行います。
日時  11月26日㈫　18：00開場
　　　18:30表彰式、19:00講演会
場所  市民文化会館（昭和町1）
申込  不要
問合  市民憲章推進協議会事務局
        （協働推進課内）　☎35-3412

飛驒高山観光大学 観光ゼミ
　講演会を通して、地元が元気になる
観光振興や地域活性化のためのさまざ
まな方策を学びます。
日時  11月29日㈮　13:30～16:45
場所  市民文化会館（昭和町1）
内容  「接遇＆クレーム対応研修」
講師：ANAビジネスソリューション株
　　　式会社
「顧客満足度、地域満足度・・・サービス
マーケティングの視点から学ぶ持続可
能な観光地のビジョンとは（仮）」
講師：株式会社リクルートライフスタイル
申込  11月27日㈬までに市観光HPか
ら申込いただくか、観光課（本庁2階）
や各支所にある申込書に必要事項を記
入のうえ、窓口・郵送・ FAX

問合  観光課
　　   ☎35-3145　FAX35-3167
        広報ID 2001325

福祉関係団体等連絡協議会高年者部会
市民公開講座
　「自分の望む場所で幸せに暮らし続
けるために今、考えておきたいこと」を
テーマに講演会を開催します。会場で
はさまざまなサービスや制度の紹介、
相談コーナーもあります。参加無料、事
前申込不要です。
日時 11月23日（土・祝）  13:00～16:00
場所  虹流館くぐの（久々野町無数河）
内容  第1部講演会 「住み慣れた地域
で自分らしく生き抜くために～地域で
働く医者として思うこと～」
講師：川

かわ

尻
しり

宏
ひろ

昭
あき

さん（朝日・高根診療所長）
第2部地域トークタイム　「今から知っ
ておくと安心！地域サービスを知ろう」
問合  社会福祉協議会　☎35-0294

精神保健福祉講演会
「生涯を通じて地域で生活するために」
をテーマに講演会を開催します。
日時  11月9日㈯　13:30～15:30
場所  市保健センター（花岡町2）
内容 講演会「地域で暮らすということ」
講師：野

の

田
だ

美
み

鈴
すず

さん（ぶなの木福祉会
　　　理事長）
シンポジウム「生涯を通じて地域で生
活するために」
申込  事前に TEL
問合  飛驒保健所
　　　☎33-1111（内線312）

大切な家族や友人が目の前で倒れたら、あなたは何をしてあげられますか
●ジュニア救命士講習会
　小学校高学年～中学生を対象に、心
肺蘇生法やAEDの取り扱いに関する
講習会を開催します。
日時  11月30日㈯　10：00～11：30
場所  高山消防署（桐生町3）
対象  市内小学5年生～中学3年生
定員  30人（先着順）
申込  11月27日㈬までに TEL・HP
問合  高山消防署救急課  ☎32-0119
         広報ID 1011424

●普通救命講習会
心肺蘇生法やAEDの使用方法、止血法

などを中心とした講習会を開催します。
日時  11月22日㈮18：00～21：00
場所  高山消防署（桐生町3）
対象  市民の方（中学生以上）
定員  20人程度（超えた場合は日程調
　　   整をお願いすることがあります）
申込  11月19日㈫までに TEL・HP
問合  高山消防署救急課  ☎32-0119
         広報ID 1011414
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MAIL

ホームページHP 電話TELファクスFAX

FAX

郵送郵送ハガキ・往復ハガキ往 復
ハガキハガキ

で申し込む場合は、講座名・住所・氏名・電話番号を明記往 復
ハガキハガキ 情報情報ののひろばひろば

今号の人権標語　見放さないで　ここにも　声なき　弱者がいることを

地元の食材を使った料理教室
日時  11月14日㈭　10:00～13:30
場所  市民文化会館（昭和町1）
対象  市民の方
定員  25人（超えた場合は抽選）
参加料  500円（材料費）
持ち物  エプロン、三角巾、スリッパ
申込  11月7日㈭までに TEL・ FAX
      （住所、氏名、電話番号を明記）
問合  生涯学習課　☎35-3155

消費者トラブルにあわないための
シニア向けスマホ・カレッジ
　シニアの方を対象としたスマート
フォンで注意したい消費者トラブルに
関する講座を開催します。
日時  12月3日㈫　14：00～15：30
場所  市民文化会館（昭和町1）
定員  50人（先着順）
参加料  無料
申込  11月22日㈮までに FAX・ MAIL
申込先：東海アドエージェンシー
           ☎052-263-3361
           FAX052-263-3356
Mail :gi fuseminar@net-toukai .    
　　　co.jp
問合  岐阜県県民生活課
　　　☎058-272-8204

相 談 ご と 講座・講演会
行政相談
申込  不要。直接会場へ
問合  総務課  ☎35-3133  各支所
●高山地域
日時  毎週㈬㈮　13:00～16:00
場所  総合福祉センター（昭和町2）
●丹生川地域
日時  11月21日㈭　13:00～16:00
場所  丹生川支所（丹生川町坊方）
●清見地域
日時  11月10日㈰　9:00～12:00
場所  きよみ館（清見町三日町）

人権相談
申込 不要。直接会場へ
問合 協働推進課　☎35-3412
　　　各支所
●清見地域
日時 11月10日㈰　9:00～12:00
場所 きよみ館（清見町三日町）

就職面談会
　お仕事をお探しの方は、約40社の参
加企業の人事担当者と直接面談できま
す（入場無料、事前申込不要）。
日時 11月12日㈫　13：30～15：30
場所 市民文化会館（昭和町1）
問合 ハローワーク高山  ☎32-5126

就農相談会
　「農業を始めたいけど、何から手を
付けたらいいか分からない」そんなご相
談にお答えします（入場無料、事前申込
不要）。
期日 11月16日㈯、17日㈰
時間 10:00～16:00（17日は15:00）
場所 飛驒地域農業管理センター（冬頭町）
問合 農務課　☎35-3141

身体障がい者補装具巡回相談
身体に障がいがあり補装具を必要とす

る方を対象とした相談会を開催します。
日時  11月18日㈪　13:30～ 15:30
場所  保健センター（花岡町2）
申込  事前に TEL

持ち物  身体障害者手帳、印鑑、個人番
　　   号が分かるもの
問合  福祉課　☎35-3356

インバウンドガイド講座
　外国人観光客向けガイドのスキル
アップのための講座を開催します。
期日 12月2日㈪、3日㈫（いずれか1日）
時間  9:00～ 16:00
場所 市役所地下市民ホール（花岡町2）
定員  各50人（申込多数の場合は抽選）
参加料  無料
申込  11月18日㈪までに一般社団法
　　　人インバウンドガイド協会HPか
　　　ら申し込む
        https://inbound-guide.org/
問合  海外戦略課　☎35-3346

ペルー伝統ブレスレット
ワークショップ
　友好都市ペルー・ウルバンバ郡から
の研修生が講師となり、ウルバンバ郡
チンチェーロの伝統工芸のお話の後、
ペルー産アルパカウールを使ったブレ
スレットを作成します。
期日  11月10日㈰～13日㈬
時間  14：00～16：30
場所  中橋観光案内所（本町1）
定員  10人（先着順）
※事前申込不要です。直接ご来場くだ
　さい。
参加料  200円（材料費）
問合  海外戦略課　☎35-3346

対象 市内に在住・在勤で35歳までの方　　場所 勤労青少年ホーム（花里町１）
申込　11月19日㈫までに来館・TEL・FAX・MAIL（講座名・登録番号・氏名・住所・
　　　電話番号・生年月日を記載）
※定員を超えた場合は抽選となります。
※今年度の傷害保険料を納めていない方
　は材料費のほか1,850円が必要です。

講　座　名 回数 定員 材料費 開始時刻 期　　日

火
バランスボール 6 16 300円 19：30 12/10,17,24 1/7,14,21
パンとスイーツ 5 16 3,000円 19：00 12/17,24 1/14,21,28
シュトーレン 1 16 1,600円 19：00 12/10

水
美文字（ペン、毛筆） 6 15 500円 19：00 12/11,18,25 1/8,15,22
バドミントン 7 20 1,050円 19：30 12/11,18,25 1/8,15,22,29
シュトーレン 1 16 1,600円 19：00 12/11

木

リラックスヨガ 6 20 - 19：30 12/12,19,26 1/9,16,23
茶道（裏千家） 6 15 1,800円 19：00 12/12,19,26 1/9,16,23
バドミントン 6 20 900円 19：30 12/19,26 1/9,16,23,30
ハーバリウム 1 16 1,500円 19：00 12/12

金
着付 6 15 - 19：00 12/13,20 1/10,17,24,31

かんたん家庭料理 2 16 2,000円 19：00 12/20 1/17
※日程など変更になる場合がありますのでお問い合わせください。

平成31年度 勤労青少年ホーム 第5回講座（12月～1月分）

問合 勤労青少年ホーム
☎32‒0394　FAX35‒2394
Mail：info@takayama-home.jp
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情報情報ののひろばひろば 市役所の住所 〒506-8555  花岡町2-18
ホームページアドレス http://www.city.takayama.lg.jp/

営業時間　平日午前8時30分から午後5時15分（土・日曜日、祝日、年末年始（12月29日～1月3日）を除く）

ヒッツFMで「声の広報たかやま」を放送しています。1日と15日の午前6時～7時・午後10時～11時

11月のこよみ
11月1日㊎ 市表彰式（市役所）

2日㊏ 市美術展（～4日・市民文化会館）

3日㊐ 飛驒にゅうかわ宿儺まつり（丹生川支所前）

9日㊏ リサイクル資源回収（宮小中PTA合同、久々野
リサイクル）

司法書士無料法律相談
日時 11月10日㈰  13:00～16:00
場所 市役所地下001会議室（花岡町2）
申込  11月7日㈭までに TEL
　　  （平日13:00～16:00）
問合 岐阜県司法書士会事務局
        ☎058-248-1715

行政書士無料相談
日時  11月20日㈬　13:00～16:00
場所  市役所3階301会議室（花岡町2）
申込 事前に TELまたは直接会場へ
問合  岐阜県行政書士会
        ☎058-263-6580

不動産無料相談
日時  11月12日㈫　13:00～15:00
場所 宅建協会飛驒支部事務所（昭和町2）
申込  事前に TEL
問合  岐阜県宅地建物取引業協会
        飛驒支部　☎36-1396

なんでも相談会
　不動産問題や相続、税金、労働問題
などについて弁護士や税理士、司法書
士に無料で相談できます。
日時  11月16日㈯　9:00～12:00
場所 飛驒地区労働者福祉会館（名田町5）
定員  弁護士による法律相談は6人
申込  事前に TEL
　　  （11月11日㈪ 9:00から）
問合  岐阜県労働者福祉協議会飛驒
　　　支部　☎57-7211

福祉に関する相談
　福祉サービス総合相談支援セン
ター、地域包括支援センター、子ども発
達支援センターでは、福祉に関するさ
まざまなご相談をお受けします。
日時  平日　8:30～17:15
場所  市役所（花岡町2）
問合 市福祉サービス総合相談センター
　     ☎35-3002
　　　子ども発達支援センター
　　　☎35-3179

ハローワーク巡回職業相談
申込  不要（高根地域を除く）
問合  ハローワーク高山　☎32-1144
●高山地域
日時  平日常設　8:30～17:15
場所 市役所ワークサロンたかやま（花岡町2）
●丹生川地域
日時  11月7日㈭　13:00～15:00
場所  丹生川支所（丹生川町坊方）
●清見地域
日時  11月8日㈮　13:00～15:00
場所  きよみ館（清見町三日町）
●荘川地域
日時  11月29日㈮　13:00～15:00
場所  荘川総合センター（荘川町新渕）
●一之宮地域
日時  11月14日㈭　13:00～15:00
場所  一之宮支所（一之宮町）
●久々野地域
日時  11月15日㈮　13:00～15:00
場所  虹流館くぐの（久々野町無数河）
●朝日地域
日時  11月21日㈭　13:00～15:00
場所  燦燦朝日館（朝日町万石）
●高根地域
日時  11月22日㈮　13:00～15:00
場所  高根支所（高根町上ケ洞）
申込  予約制：11月20日㈬までに TEL

        高根支所　☎59-2211
●国府地域
日時  11月6日㈬　10:30～12:00、
　　　　　　　　　 13:00～15:30
場所 こくふ交流センター（国府町広瀬町）
●上宝・奥飛驒温泉郷地域
日時  11月28日㈭　13:00～15:00
場所  上宝支所（上宝町本郷）

心配ごと相談
日時  毎週㈬㈮　13:00～16:00
　　  （祝日除く）
場所 総合福祉センター（昭和町2）
問合 福祉課　☎35-3139

結婚相談
　ご利用に当たっては、事前登録をお
願いします。（広報ID 1001399）
問合  協働推進課　☎35-3412
　　 リチェネット結婚サポートセンター  
　　　（市結婚相談所委託先）
        ☎0576-52-2022
●高山地域
日時  11月5日㈫　12：30～15：30
　　　11月12日㈫、19日㈫、26日㈫
　　　 17:30～20:30
場所  総合福祉センター（昭和町2）
●丹生川地域
日時  11月13日㈬　9:00～12:00
場所  丹生川支所（丹生川町坊方）
●清見地域
日時  11月13日㈬　13:30～16:30
場所  きよみ館（清見町三日町）
●荘川地域
日時  11月12日㈫　9:30～12:30
場所  荘川福祉センター(荘川町新渕）
●一之宮地域
日時  11月6日㈬　13:00～16:00
場所  飛驒位山文化交流館(一之宮町)
●久々野地域
日時  11月20日㈬　13:30～16:30
場所  虹流館くぐの(久々野町無数河）
●朝日地域
日時  11月20日㈬　9:00～12:00
場所  燦燦朝日館(朝日町万石）
●高根地域
日時  11月27日㈬　14:00～17:00
場所 高根福祉センター(高根町上ケ洞）
●国府地域
日時  11月6日㈬　17:30～20:30
場所 こくふ交流センター（国府町広瀬町）
●上宝・奥飛驒温泉郷地域
日時  11月26日㈫　9:30～12:30
場所  上宝支所（上宝町本郷）

10日㊐ リサイクル資源回収（清見中PTA）

16日㊏ リサイクル資源回収（丹生川小PTA、中山中
PTA）

23日㊏ 市民健康マラソン（飛驒高山ビッグアリーナ）

29日㊎ 市議会定例会（～12月19日）

相 談 ご と
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TEL／0577‒32‒3333㈹
FAX／0577‒32‒7000 （市長室直通）
FAX／0577‒35‒3174 （広報情報課直通）

E-mail／kouhou@city.takayama.lg.jp
HP／http://www.city.takayama.lg.jp/
携帯用HP／http://mobile.city.takayama.lg.jp/
防災行政無線の内容は電話でも確認できます
☎0180-995-690

市長室市長室へへ
　ようこそ　ようこそ
●市民と市長の面談日

市長室直通ＦＡＸもご利用ください
ＦＡＸ●３6‒2060

問合先　秘書課 ☎35-3130

※事前にご予約ください

高山市公式YouTubeチャンネル
ケーブルテレビの番組「ハイ、市役所です」はインターネットでもご覧いただけます。
市ホームページ「行政情報」の動画コーナー

広 報広 報
市長だより長だよ

高
山
市
長
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ト
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今
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か
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そ
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輪
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集
め
た
も
の
で
す
。

　
「
こ
の
活
動
を
次
の
世
代
に
引

き
継
い
で
い
き
た
い
」と
力
強
く

語
る
生
徒
会
の
み
な
さ
ん
。

　

本
日
、
高
山
市
は
市
制
施
行

83
周
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
生

徒
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
心
と
と

も
に
、
引
き
続
き
震
災
の
経
験

と
教
訓
を
風
化
さ
せ
ず
復
興
支

援
と
防
災
へ
の
取
り
組
み
を
推

し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

午前9時～11時45分
11月13日㈬

ひ
ま
わ
り
が
繋
ぐ

被
災
地
へ
の
思
い

　
標
高
１
，２
０
０
〜
１
，３
０
０

メ
ー
ト
ル
の
高
地
で
地
元
の
在
来

種
と
完
全
無
農
薬
に
こ
だ
わ
り
栽

培
し
、
収
穫
時
期
に
２
回
程
度
霜

に
打
た
せ
る
こ
と
で
生
み
出
さ
れ

る
甘
味
と
風
味
が
人
気
の
火ひ

畑は
た

そ

ば
。

―
昔
は
、
今
よ
り
も
う
ん
と
お
米
が
貴
重
で
ね
。
ご
飯
半
分
、

そ
ば
半
分
で
食
べ
て
い
ま
し
た
。「
そ
ば
も
ち
」も
よ
く
食
べ
ま
し

た
ね
―

と
、
幼
い
頃
の
思
い
出
を
振
り
返
る
の
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ワ
イ
・

ア
イ
・
ケ
ー
の
理
事
長
を
務
め
る
中
田
直
太
郎
さ
ん
。

　

火
畑
そ
ば
の
生
産
地
で
あ
る
日
和
田
地
域
は
、
昔
は
主
食
の

多
く
を
焼
き
畑
耕
作
に
よ
る
雑
穀
づ
く
り
に
依
存
し
て
い
た
た

め「
火
畑
村
」と
呼
ば
れ
、
そ
こ
か
ら
変
化
し「
日
和
田
」と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
説
が
あ
る
ほ
ど
で
す
。
火
畑
そ
ば

は
、
平
成
21
年
に
地
域
の
活
性
化
団
体
で
あ
る
同
法
人
が
、
昔

の
名
残
で
あ
る
火
畑
の
名
を
冠
し
て
、
地
元
の
特
産
品
と
し
て

製
品
化
し
ま
し
た
。

―
こ
の
ま
ま
で
は
地
域
が
衰
退
し
て
し
ま
う
。
子
ど
も
た
ち
に

何
か
残
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
―

　

同
法
人
は
、
昭
和
60
年
代
に
祭
り
の
バ
ザ
ー
な
ど
で
地
域
を

盛
り
上
げ
て
い
た
日
和
田
青
年
団
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
り

設
立
し
、
火
畑
そ
ば
の
特
産
化
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
産
業
の

振
興
の
ほ
か
、
地
域
の
歴
史
文
化
の
保
護
・
継
承
な
ど
、
地
域

振
興
を
図
り
、
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

―
当
時
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
10
人
で
役
割
分
担
し
な
が
ら
、
生
涯

現
役
で
頑
張
っ
て
ま
す
。
今
後
は
若
者
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
、

地
域
を
守
っ
て
い
き
た
い
―

　

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
日
和
田
富
士（
御
嶽
山
）を
眺
め
な
が
ら
語

る
中
田
さ
ん
。

　

ま
も
な
く
収
穫
を
迎
え
る
そ
ば
畑
は
、
ま
ば
ゆ
く
輝
い
て
い

ま
し
た
。

飛
ひだのたくみ

驒匠のDNAを受け継ぐものづくりのまち

メイド・バイ飛驒高山認証
　市では、飛驒高山ブランドコン
セプトに合致する独自性と信頼性
の高い地場産品を「メイド・バイ飛
驒高山認証産品」に認証していま
す。ものづくりの匠たちの熱い想
いに触れてください。
飛驒高山ブランドコンセプト
 「飛驒高山の風土と飛驒人の暮らしが
　　 生み出す本物　それが飛驒高山ブランド」

No.4 火
ひ

畑
は た

そば
NPO法人ワイ・アイ・ケー


